医事法発表課題　
中川拓哉

医事法判例16　甲府地裁平成16年1月20日判決
【事実の概要】
　本件は、医師Yの産科婦人病院に出産のため入院したA が、男児Bを出産した後（なおB死亡）、産後出血のために、医科大学付属病院に転送されたが、播腫性血管内凝結症候群（DIC）で死亡した事例。
・甲事件：Aの夫X１・子X2X3（以上原告）が医師Y（被告）に対して、Aの死亡等について請求
請求：１　転医を含む早期診断治療義務違反の有無等（医療過誤に基づく損害賠償請求）
２　診療録の改ざん（看護師への指示および自らの改ざん）および看護婦への偽証教唆の不法行為
・乙事件：X１が子Bの死亡に関して請求
請求：３　新生児死亡を死産と偽った死産届の作成およびX1への説明義務違反の不法行為性
　なお、２については甲府地裁平成14年4月13日判決にて、Yには懲役1年3カ月（執行猶予３年）、看護師には懲役1年（執行猶予3年）の有罪判決が確定している。
医師法24条
　１　医師は、診療をした時は、遅滞なく診療に関する事項を診療録に記載しなければならない。
　２　前項の診療録であって、・・・・・、５年間保存しなければならない。
同　法21条
　病院は厚生省令の定めるところにより、・・・記録（過去２年間の病院日誌、診療日誌、処方箋、手術記録等　施行規則20条参照）を備え置かなければならない。
診療記録の法的意義
　①医師の適正な診療を行わせるための手段（医師自身による文書による適正の証明と行政取締の根拠）
　②診療契約の成立、履行に関する法的資料　
③診療報酬請求権の存否確定、医療(看護)事故の民事・刑事責任の存否の問題にかかわる資料
【判旨】
診療録の改ざんにかかわる争点としては以下の通り
１の争点：診療録改ざん・偽証等による証明妨害が事実認定にいかなる影響を及ぼすか。
　　影響①証明妨害によって、被告の証拠、証言の信用性が排斥されるか？
　　影響②証明妨害によって、直ちに原告側の主張事実が真実と認定されるか？
　　⇒影響①②を認めず、他の証拠と照らしてその信用性および事実の認定を行った結果、医師の過失について否定
　２，３の争点：診療録の改ざんが、慰謝料斟酌事由のみならず独立不法行為たりうるか。
　　　⇒診療契約に基づく説明義務違反および訴訟の長期化・事案の解明を難化させたとして独立に不法行為を認定
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